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JBA の「バイオベンチャーダイレクトリー」の紹介　～国内バ
イオ産業のオープンイノベーション支援プラットフォームを目
指して～

鈴木伸之 1 96

JBA 発酵と代謝研究会　平成 30 年度第１回勉強会 上田賢志 1 99
アルコール・バイオマス研究会主催シンポジウム　地域バイオマス
利活用の新たな展開

矢追克郎 2 197

新資源生物変換研究会シンポジウム　スマートセル開発のためのバ
イオ技術とデジタル技術の革新と融合　バイオ生産に資する
DBTL サイクルの構築に向けて

向山正治・近藤昭彦 2 199

平成 31 年バイオ関連団体合同賀詞交歓会 2 202
平成 30 年度全国バイオ関係者会議の活動状況について 2 203
JBA“未来へのバイオ技術”勉強会　Virginijus Siksnys 教授 特別
講演会　CRISPR-Cas：from antiviral defense to genome 
editing

3 275

バイオエンジニアリング研究会　2018 年度公開講演会　「バイオ
×デジタル（AI・IoT）」　～バイオ産業におけるデジタルトラ
ンスフォーメーション～

森田直樹 3 276

発酵と代謝研究会シンポジウム　「人のインサイド空間に迫る～
Society5.0+が実現するヒューマンサスティナブルシステム～」

荒  勝俊 3 278

発酵と代謝研究会・第２回勉強会　「ゲノム編集・セルフクロー
ニング育種の課題を考える」

3 280

新資源生物変換研究会シンポジウム　『農芸化学』でバイオエコノ
ミーを支え、拓く

上野嘉之・東田英毅 4 338

バイオインダストリー奨励賞受賞者企画セミナー　「もう一つの
臓器、腸内細菌叢の機能に迫る」

4 340

LCA 計算とバイオエコノミーに関する勉強会とりまとめ報告 4 342
JBA 研究会紹介　機能性食品研究会 5 425
JBA 研究会紹介　ヘルスケア研究会 6 524
JBA バイオリーダーズ研修 2019 6 525
植物バイオ研究会　「アジアでのバイオマス生産」講演会 6 528
アルコール・バイオマス研究会　積水化学工業㈱パイロットプラン
ト見学会

6 529

発酵と代謝研究会　「微生物エコシステムの理解と利用」勉強会 6 530
バイオエンジニアリング研究会　カルティベクス工場見学会 加納健二郎 6 531

バイオエンジニアリング研究会講演会　～バイオ医薬品における連
続生産の現状と課題～

6 533


